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生活科における教育ファームの実践的活用の可能性
―佐賀市内の小学校における農業体験学習の事例―
藤 永 豪
Possibility of the Practical Use of Education Farms
in Life Environmental Studies :
Experiencing Agriculture within the Elementary School Curiculum in
Saga
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要 旨
小学校生活科の学習目標は，「具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，社会及び自然とのか
かわりに関心をもち，自分自身や自分の生活について考えさせるとともに，その過程において生活上必要
な習慣や技能を身に付けさせ，自立への基礎を養う。」（文部科学省 2017）ことにある。
本稿では，こうした小学校生活科における児童と地域社会や身近な自然環境との結びつきに関する体験
的学習を念頭におき，佐賀市内の実際の小学校の教育現場における農業体験学習に関する事例をもとに，
教育ファームの実践的活用の可能性について考察した。その結果，事例小学校では，ともに体験活動をつ
うじて身近な人びとや社会および自然とのかかわりに関心をもつよう，同時に，保育園・幼稚園との連
携，小学校中・高学年における総合的な学習時間との組み合わせのもとに学習内容の充実が図られている
ことが明らかとなった。このことは，小 1プロブレムや理科・社会科への接続など生活科を取り巻く課題
解決につながる実践的提起ともいえる。また，このような生活科の授業実践のためには，教員自らが学区
内の地域社会と自然環境の特色について理解し，学校単位で地域や各種団体との関係を維持していく必要
性が示唆された。
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Ⅰ はじめに
前稿において，筆者は，小学校生活科における
教育ファームの活用とその意義について，特に体
験学習に主眼をおいて検討した（藤永 2017）。教
育ファームを推進する農林水産省は，同活動を
「自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動への
理解を深めること等を目的として，市町村，農林
漁業者，学校などが一連の農作業等の体験の機会
を提供する取組」と定義している
1)
。もともと，
教育ファームは「一時的なイベントではなく，生
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産者の指導を受けながら，大人も子どもも一連の
農作業などを体験することで，「食生活が自然の
恩恵の上に成り立っていることや食に関する人々
の様々な活動に支えられていること等に関する理
解を深める」などの効果が発揮される農林漁業体
験活動」（農林水産省 2014）とされていることか
らも分かるように，食育の推進から始まった活動
である（藤永 2009）。この体験をとおして，「農
業・農村が洪水防止，生物多様性保全，伝統文化
の継承など多くの機能を持っていること，環境に
調和した農業，地域の食文化の継承，地産地消な
ど」を学び，さらに「生きもの調査といった環境
体験，田畑や水路の歴史などを伝えるふるさと学
習などをつうじた地域への理解，子育て交流・世
代間交流や地域間交流など」へとその枠を広げる
ことができる学習の場とされている（農林水産省
2014）（資料 1 ）。
このような教育ファームの趣旨は，小学校生活
科の「具体的な活動や体験を通して，自分と身近
な人々，社会及び自然とのかかわりに関心をも
ち，自分自身や自分の生活について考えさせると
ともに，その過程において生活上必要な習慣や技
能を身に付けさせ，自立への基礎を養う。」（文部
科学省 2017）という学習目標と重なり，実際に，
教育ファームが，「小学 1・ 2 年生では生活科，
小学 3〜 6年生・中学生・高校生では総合的な学
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資料 1 教育ファームの目的と波及的効果
（農林水産省（2014）より引用)
習の時間に組み込まれることが多く，（中略）ま
た，保育園，幼稚園，こども園では，毎日の活動
の中に農作業が組み込まれていたり，給食の時間
などを利用して食育を行ったりする場合」もある
（農林水産省 2014)
2)
。
本稿では，こうした近年の教育ファーム活動の
動きを受け，佐賀市内の小学校を事例に，生活科
における学習内容を念頭におきながら，農業体験
活動の実践状況について報告する。
Ⅱ 佐賀県における教育ファーム活動の状況
はじめに，事例小学校が立地する佐賀市を含め
た佐賀県における教育ファーム活動の現状につい
て概観する。
図 1に，農林水産省による「農林漁業体験学習
の取組（教育ファーム）実態調査」にもとづく，
佐賀県における教育ファームの取組主体別の自治
体数とその推移を示した。いずれの年度も全自治
体数20のうち75％を超える15〜18の自治体で教育
ファームに取り組む主体が存在する。教育ファー
ムの取組主体が存在しない自治体数は，減少傾向
にあり，2010年度はわずか 1自治体となり，佐賀
県では多くの市町において，教育ファーム活動が
実施されている。
次に，佐賀県内の自治体が支援している教育
ファームの取組主体別自治体数とその推移を示し
た（図 2）。取組主体として最も多いのは農林漁
業者等で，11〜12と横ばいで推移している。次に
多いのが小学校を含めた教育機関等で， 7〜 9と
やはり横ばい状態である。自治体と民間団体等は
微増傾向にある。ただし，自治体の場合は，教育
委員会を主体としたものも含まれるため，実質的
には，教育機関等の活動主体は，全体の半数以上
を占めることになる。つまり，佐賀県における教
育ファーム活動は，行政主導のもと，学校を主体
として取り組まれていると言える。
実際，佐賀県では，2004年度より，佐賀県に特
徴的な農林水産業や伝統工業における体験活動を
各学校の特色を活かしながら進めていくことを目
的とした「「オンリーワン」のさが体験活動支援
事業」が始まっている
3)
。ちなみに，2005年度の
データだが，この支援を受けて体験学習を行った
小中学校は，274校で，そのうち，小学校が176校
（311級），中学校が98校（271級）となっている
（表 1）。体験学習の内容は，農業体験が突出して
多く，小学校で全体の60.7％にあたる107校が，
中学校で全体の56.1％にあたる55校で実施されて
いる。次が窯業であるが，水産業および林業を合
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図 1 佐賀県における教育ファームの取組主体別の自治体数とその推移
(農林水産省「農林漁業体験学習の取組（教育ファーム）実態調査」をもとに作成。)
わせると体験学習のおよそ 4分の 3が第一次産業
を中心に実施されている。つまり，佐賀県内の小
中学校における体験学習は，これまで述べてきた
ような教育ファーム的な色合いが強いといえよ
う。
Ⅲ 佐賀市内の小学校における農業体験学習の事
例
では，実際に，学校現場では，どのような体験
学習（教育ファーム）活動が行われているのだろ
うか。佐賀市内の 2つの市立小学校の事例をとお
して考察する。なお，事例として取り上げる小学
校の体験活動については，その一部を別稿にて報
告済みだが（FUJINAGA 2010），本章および次
章では，追加調査の内容を含めて，生活科の学習
内容の観点から考察していく。
1 ．佐賀市立松梅小学校の実践例
松梅小学校は，佐賀市北部旧大和町の脊振山地
南麓に位置する。佐賀市中心部まで車でわずか20
分ほどの距離にあり，住民の多くは農業を営みな
がら，農外就業に従事しているが，近年，宅地開
発が進み，新住民が増加傾向にある。
松梅小学校における主な教育ファーム活動の内
容は，米作り，野菜栽培，サツマイモ栽培などの
農業体験学習である。
活動場所は，校区内の農家から借り受けたおよ
そ 2 aほどの学校田で，小学校から徒歩 5分ほど
のところにある。また，農作業の技術指導および
農具などの資材提供は，同じく校区内の近隣農家
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図 2 佐賀県内の自治体が支援している「教育ファーム」の取組主体別自治体数とその推移
(農林水産省「農林漁業体験学習の取組（教育ファーム）実態調査」をもとに作成。)
（単位：校数)
校 種 農 業 林 業 水産業 窯 業 地場産業 合 計
小学校 107 12 15 38 4 176
中学校 55 5 13 24 1 98
合 計 162 17 28 62 5 274
（佐賀県資料をもとに作成)
表 1 校種別にみた「オンリーワン」のさが体験活動支援事業の取組状況（2005年度)
に依頼している。米作りでは，主として田植えと
稲刈りの 2 つの体験学習が行われている（写真
1 ・ 2 ）。また，唐箕や千歯こきを用いた農作業
体験など，地域の農業の歴史についても学んでい
る（写真 3 ）。さらに，水田や周辺の水路に生息
する生き物の観察も行っている（写真 4 ）。
野菜栽培も小学校のすぐ西隣に位置する寺院か
ら，およそ 1 aの土地を借り受け，学校菜園とし
て利用している
4)
。この寺院は，もともと兼業農
家であったが，世帯主が亡くなった後，自給目的
の野菜栽培に規模を縮小したために，余った耕作
地を学校に貸し出すことにしたのである。学校菜
園では，ハクサイやホウレンソウ，キュウリ，ナ
ス，トマト，ピーマン，オクラ，スイカ，メロン
などの様々な野菜・果物を季節ごとに栽培してい
る（写真 5）。マルチの設置や摘果などの技術指
導，肥料などの資材提供は，やはり，近隣の農家
や兼業農家である松梅小学校の元教諭，農協に依
頼している。収穫した野菜は，食育の一環とし
て，その一部を児童が調理し，給食にも活用され
る。
松梅小学校における野菜栽培では，文部科学省
の支援事業，「豊かな体験活動推進事業」の補助
を活用している。この事業は，「児童生徒の社会
性や豊かな人間性を育むことを目的」として，学
校における「自然体験活動や社会奉仕体験活動，
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写真 1 田植え実習の様子（2008年 6月）
(佐賀市立松梅小学校提供)
写真 2 稲刈り実習の様子（2008年 9月）
（佐賀市立松梅小学校提供)
写真 3 収穫後の千歯こきによる脱穀体験
（2004年10月)
(佐賀市立松梅小学校提供)
写真 4 水田周辺の生き物採補と観察
（2004年 9月）
（佐賀市立松梅小学校提供)
交流体験活動など様々な体験活動」を推進するた
めに2002年から始められたものである
5)
。さらに，
2008年度からは，前述した佐賀県の「「オンリー
ワン」のさが体験活動支援事業」の支援を受け，
野菜作りを行っている。
このほか，小学校の敷地内にイモ畑をつくり，
サツマイモの栽培も行っている。これには，幼稚
園の子どもたちも参加し，異年齢集団での実習を
とおした交流活動となっている（写真 6）。また，
松梅小学校が立地する旧大和町は，もともと干し
柿の生産が盛んであったが，この干し柿作りも体
験学習の一環として行われている。さすがに柿栽
培のはじめからおわりまですべてを体験すること
は不可能だが，地元の柿栽培農家に依頼し，実際
の果樹園で，柿栽培について学ぶとともに，学校
近くの数本の柿の樹を借り受け，柿の成長を観察
している（写真 7 ）。干し柿作りは小学校で行わ
れ，保護者をはじめ，近隣農家の協力をあおいで
いる。保護者の多くも兼業農家であるが，新住民
も含めて，ほぼすべての保護者がこの干し柿作り
に協力する。干し柿作りは毎年11月に実施される
が，加工用の柿の確保や干し小屋づくり，その資
材提供など，保護者をはじめ学区内の地域住民の
支援を受けながら，作業は進められていく（写真
8）。集められた柿は一旦，冷蔵庫に保管される
が，この冷蔵庫も地元の柿栽培農家が提供してい
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写真 5 学校菜園でのキュウリの収穫（2008年 6
月） （佐賀市立松梅小学校提供)
写真 6 児童と園児によるサツマイモの共同苗付
け（2008年 5月）
（佐賀市立松梅小学校提供)
写真 7 カキ栽培の指導（2008年 8月)
（佐賀市立松梅小学校提供)
写真 8 保護者らによる干し柿小屋の設置（2008
年11月） （佐賀市立松梅小学校提供)
る。実際の干し柿作りでは，皮むきなどの指導を
地元農家が行うが，その多くがかつて干し柿作り
を行っていた児童やその卒業生の祖父母である
（写真 9 ）。
さらに，松梅小学校の学区内には，道の駅「そ
よ風館」が立地する。ここには，近隣の農家が収
穫した米や野菜の直販所が設置されており，年に
よっては，児童たちが栽培した野菜や干し柿の販
売体験を行う場合もある。
2 ．佐賀市立嘉瀬小学校の実践例
松梅小学校は，国や県の支援を受け，教育
ファーム活動を展開しているが，その一方で，事
例数は多くないが，独自に地域住民とのネット
ワークを構築し，教育ファーム活動を行っている
小学校も存在する。その一例が，ここで紹介する
佐賀市立嘉瀬小学校である。
嘉瀬小学校は，クリークで有名な佐賀平野の中
央に位置し，佐賀市街地西部の郊外に立地する。
そのため，近隣住民の多くが農業との兼業者であ
る。
嘉瀬小学校における教育ファーム活動も，松梅
小学校と同じく，米作りと野菜栽培が中心となっ
ている。米作りは，小学校から徒歩およそ 5分の
ところにある 1反ほどの実習田で行われている。
この実習田は，地元の個人農家から借り受けたも
のである。指導は農協の青年部が行っている。と
はいえ，その大半が，児童の保護者であり，農業
従事者である（写真10・11）。
一方，野菜作りは，学校の敷地内に菜園を設
け，キュウリやブロッコリー・アスパラガス・
ジャガイモ・ハクサイ・ダイコン・イチゴなど，
様々な作物を栽培している。これらの種まきや苗
の植え付け，収穫などの技術指導や種，肥料，そ
の他の農業用資材の提供は地元農家のほか，老人
会が行っている（写真12・13）。キュウリの栽培
では，ハウスを利用しているが，このハウスの設
置，資材提供も学区内の個人農家が行っている。
児童によって栽培，収穫された野菜は，給食で
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写真 9 老人会による柿の皮むきの指導（2008年
11月） （佐賀市立松梅小学校提供)
写真11 稲刈りの体験学習（2008年11月）
（佐賀市立嘉瀬小学校提供)
写真10 田植えの体験学習（2007年 6月）
（佐賀市立嘉瀬小学校提供)
利用されるほか，毎年12月初めに開催される地元
の地域文化祭で販売される。この地域文化祭は，
学校と自治会，老人会，生産組合が実行委員会を
組織し，公民館で実施される。その際，保護者や
卒業生の父母，祖父母が，農家や老人会とともに
協力して，児童による野菜販売を支援している
（写真14）。このほか，有明海特産のノリの加工場
の見学とノリ作りの体験も行っている（写真15）。
このように，嘉瀬小学校では，松梅小学校とは
異なり，「豊かな体験活動事業」や「オンリーワ
ン事業」といった行政の支援を受けず，保護者や
農家，農協，老人会などの学区内の個人や地縁的
組織，各種団体の助力を得ながら，教育ファーム
活動を独自に実践している。
Ⅳ 小学校生活科の学習における教育ファーム活
用の可能性
ここまで佐賀市の 2つの小学校を事例に，具体
的な教育ファーム活動を紹介した。両小学校とも
米作りや野菜栽培などの農業体験学習に積極的に
取り組んでいた。松梅小学校は，「豊かな体験活
動推進事業」や「「オンリーワン」のさが体験活
動支援事業」といった国や県の政策的な支援を受
けながら，教育ファーム活動を実施しており，一
方，嘉瀬小学校は，独自の判断で，カリキュラム
の中に教育ファーム活動を組み入れていた。
藤 永 豪184
写真14 地域文化祭での児童による野菜販売実習
（2008年12月）
（佐賀市立嘉瀬小学校提供)
写真15 有明海でのノリ養殖の体験学習（2008年
2月） （佐賀市立嘉瀬小学校提供)
写真13 老人会による野菜の種の播種指導（2007
年 9月） （佐賀市立嘉瀬小学校提供)
写真12 老人会による野菜の苗の植え付けの指導
（2008年 7月）
（佐賀市立嘉瀬小学校提供)
こうした小学校における教育ファーム活動は，
前稿（藤永 2017）で述べた生活科の改善の基本
方針（文部科学省 2017）と結びつく。繰り返し
の提示になるが，この改善の基本方針と今回紹介
した 2つの事例小学校における農業体験学習（教
育ファーム）の関係性を検討してみる。
まず，第 1 点の「具体的な活動や体験を通し
て，人や社会，自然とのかかわりに関心をもち，
自分自身について考えさえるとともに，その過程
において生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ
るといったその趣旨の一層の実現を図るため，人
や社会，自然とかかわる活動を充実し，自分自身
についての理解などを深めるよう改善を図る。」
（文部科学省 2017）という指摘であるが，いずれ
の小学校においても，農業体験という活動をとお
して，それを支えてくれる地域の人びとや社会と
児童自身の繋がりを実際に感じることのできる内
容となっている。自分の両親や地域住民たちがど
のような生活を営み，自分自身の生活とどのよう
に結び付いているのか，農業や食をとおして気づ
くことが出来る。さらに言えば，自分たちの学習
を支えてくれる人びとがそこに存在することか
ら，人（自分）は様々な繋がりのもとで生きてい
るということ，くらしの蓄積ともいえる歴史や文
化にも気づくことが出来るだろう。
加えて，第 2点の「気付きの質を高め，活動や
体験を一層充実するための学習活動を重視する。
また，科学的な見方・考え方の基礎を養う視点か
ら，自然の不思議さや面白さを実感する学習活動
を取り入れる。」（文部科学省 2017）という点に
おいても，教育ファームは重要な意味を持つ。例
えば，松梅小学校における自然観察は，生き物の
生息域や生態に関する科学的な判断能力を楽しみ
ながら培い，自分たちの地域のくらしと自然環境
の関係性を理解することにつながるはずである。
嘉瀬小学校におけるノリ養殖の体験学習も同様で
あり，産業としての漁業と生活の舞台としての有
明海との関わりについても学習できる。さらに，
季節ごとの野菜栽培を通じて，生き物の成長やそ
の特徴を実感することが出来よう。とりわけ，子
どもたちと自然（生き物）との触れ合いが都市域
だけでなく，比較的自然の豊かな農山漁村におい
ても減少しつつある現在
6)
，こうした活動は大切
な意味を持つ。
また，第 3点の「児童を取り巻く環境の変化を
考慮し，安全教育を充実することや自然の素晴ら
しさ，生命の尊さを実感する学習活動を充実す
る。また，小学校における教科学習への円滑な接
続のための指導を一層充実するとともに，幼児教
育との連携を図り，異年齢での教育活動を一層推
進する。」（文部科学省 2017）という指摘に関し
ては，両小学校とも低学年（ 1・ 2 年生）と中・
高学年（ 3〜 6年生）が米作りや野菜栽培などを
一貫して共同で行ったり，保育園・幼稚園の子ど
もたちと一緒にサツマイモの収穫を行うなど，異
年齢集団での活動をとおして，幼少教育の連携が
現場で具体的に試みられている。加えて，第 2点
の指摘とも関係するが，個別的な都市的生活様式
が浸透した現代社会において，教育ファームをと
おして，多様な体験をすることで，生活科の課題
でもある「自然への関心を高めたり，動植物を大
切に育てたり，友達や地域の人と積極的にかかわ
ろうとしたり，見通しをもって行動したりする力
を子どもは獲得し」，「自然や社会の事象を多面的
にとらえ，関係付ける学びを繰り返すことによ
り，理科や社会に直接結びつく力が育つ」（石田
2008）可能性も期待できる。
Ⅴ むすびにかえて
以上，本稿では，佐賀市内の 2つの小学校にお
ける農業体験学習の実践事例をもとに，生活科に
おける教育ファームの活用の可能性について述べ
てきた。
両小学校とも，体験学習をつうじて，「具体的
な活動や体験を通して，自分と身近な人々，社会
及び自然とのかかわりに関心をもち，自分自身や
自分の生活について考えさせる」（文部科学省
2017）という生活科の学習目標を具体的に実現で
きるような取り組みを行っていた。もちろん，こ
うした取り組みは生活科だけでなく，幼稚園・保
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育園との連携，小学校中・高学年における総合的
な学習時間との連携や組み合わせのもとに成り
立っているものであり，小 1プロブレムや理科・
社会科への接続など生活科を取り巻く課題解決に
つながる提起ともいえる。
つまり，教育ファーム活動は，そうした生活科
の中の体験学習とその目的を達成するための手段
としての有効性を示唆している。ただし，そこに
は，いくつかの問題も存在する。
まず，教員自らが，自身の勤める小学校が立地
する学区内の地域社会と自然環境の特色につい
て，しっかりと把握し，生活科の教材としての活
用と実践を行うための自覚を持つことである。数
年ごとの他校への異動は避けられないが，可能な
限り，教師自身がフィールドワークを行い，普段
から学区の中の人々のくらしや自然環境を意識し
続けることが肝要である。もちろん，普段の業務
の煩雑さを考えれば，限界があるかもしれない
が，そうした意識を持つか持たないかで，授業の
あり方は大きく変わってくるであろう。
また，これに関して，教師個人では対応が困難
な地域との連携に関しては，学校単位でその関係
を維持していく取り組みが必要であろう。井上
（2010）が述べるように，教育ファームの活用に
あたっては，「地域の行政，農林漁業関連団体・
組織（JA，森林組合，漁協，生産者組織等），集
落自治組織（行政自治区），教育機関・組織（学
校，教育委員会，PTA等），各種消費者団体・組
織（生協，女性団体，組織等）等々の協力支援に
基づく取組が必要であり，そのための関係機関・
団体・組織の連携による協力支援体制の構築が課
題」となる。
生活科の学習内容が，児童自身の生活そのもの
へのまなざしの省察であり，生きる基盤を見つめ
直し，自身のくらしのあり方，自立を考える気づ
きとその具体的な昇華，「生きる力」の基盤醸成
を目指すものであるならば，当然，学校と地域の
結びつきの深化と維持は，欠かせないものであ
る。そうした点において，教育ファーム活動の果
たす意義と可能性は大きいと言えよう。ただし，
本稿で扱った教育ファームは，あくまで生活科学
習内容を充実させるための一例である。すなわ
ち，教育ファームという活動をとおすにしても，
そうでないにしても，生活科における体験学習
は，他教科における同様の活動とあわせて，本稿
で述べたような課題を教師や学校が意識しながら
進めなければならないものなのである。
注
1 ）農林水産省・農林漁業体験学習の取組（教育ファー
ム ） 実 態 調 査． http: //www. maff. go.
jp/j/tokei/kouhyou/taiken_gakusyu/（ 最 終 閲 覧 日：
2017年 6月22日）
2）農林水産省は，教育ファームを，小学校，中学校，高
等学校などの学校教育で，児童，生徒を対象に授業時間
などを活用して農林漁業体験を行う「学校型」と，年代
に関係なく参加者を募集して農林漁業体験を行う「一般
参加型」の 2 タイプに分類している（農林水産省
2014）。
3）2007年度からは観光業や商業，現代工業も体験学習支
援の対象となっている。
4）松梅中学校も 1 a の耕作地を借り受け，体験活動を
行っている。
5）文 部 科 学 省 HP（ http: //www. mext. go. jp/a_
menu/shotou/seitoshidou/04121505/006.htm）を参照の
こと（最終閲覧日：2017年 6月22日）。
6）子どもと自然環境の関係など，遊びをつうじた子ども
の生活空間について考察した論考は，大西（1998）や仙
田（1984），中村（1982），藤永（2001）などを参照のこ
と。
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